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目で見た物に手を伸ばしたり,操作したりする運動(視覚性誘導運動)を司る,脳 内

の visuo―motor systemは,外乱に対しても極めて適応的に作動するが,その神経機構

について,まだ多くが解明されていない.本研究では視覚性誘導運動時における手

の視覚的フィードバックに,100。2000 msの時間的遅延を与えた時の脳活動を,MRI

を用いて検討した.その結果,遅延時間が長い時に,両側の上側頭回/下頭頂小葉,

運動前野,右 の前頭前野がより大きく賦活した。特に,上側頭回/下頭頂小葉におい

ては,遅延時間と脳の賦活との間に正の相関があつた.これらのことより,右の前頭前

野が動作に必要な時空間的情報の保持に関連し,上側頭回/下頭頂小葉は自分の身

体と視覚フィードバックとがどう関係付けられるかの処理に関連し,運動前野が視覚フ

ィードバックからの情報を基に正確な運動を行う事に関連している可能性が示唆され

た。


